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2. データ・分析方法  
 
本研究で使っているデータは各国の企業レベルのパネルデータである。まず、日本の
データは 1994 年から 2010 年までの経済産業省の『企業活動基本調査』の個票データであ






数では 73%、売上高では 75%をカバーしている。  
 
本研究では、Dekle and Fukao (2011)が開発した生産費用関数に基づく分析方法を用いて、
日本企業と韓国企業の間の相対的な競争力の変化を以下の 4 つの要因に分解した。  
1） TFP（全要素生産性）上昇率の差異（韓国企業のキャッチアップ）  
2） 相対的な要素価格（賃金、資本コスト）の変化 
3） 相対的な中間投入価格の変化  

























































































































































































































な現象は２つある。まず、韓国では、1994 年から 2010 年の期間において中規模・小規模
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